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論文内容の要旨
【緒言】
　慢性炎症性脱髄性多発ニューロパチ （ーCIDP）は、末梢神経系（PNS）の感覚障害と慢
性かつ再発性の経過によって特徴付けられる後天性免疫性炎症性末梢神経障害である。
CIDPでは、炎症性の病変が脊髄根、近位の神経幹と主要な神経叢で主に発症し、PNSに
も進展する。CIDPの診断のため、神経病理や、MRI 、超音波の組み合わせなどの研究が
行われ、実証されている。今回、我々は、European Federation of Neurological Societies/
Peripheral Nerve Society（EFNS/PNS） in 2010の診断基準に基づき、typical CIDPと診断し
た患者13人に協力いただき、whole-body imaging with background body signal suppression
（DWIBS）法を用いて、腕および腰部神経叢を含む全身をMR neurographyを用いて撮像し
た。DWIBS法では、3次元で再構成した maximum intensity projection（MIP）画像を用い
ることでPNSをも、描出が可能である。これらを利用し、腕神経叢及び腰部神経叢での神
経根の体積を定量化した。評価には、体積/表面積比を用いた。CIDPは、慢性の炎症性疾
患とされており、病期により神経の状態が変化している可能性も鑑み、罹病期間との相関
についても検討を行った。
【目的】
　CIDPの新規診断法の開発を目的として、MRIを使用し、CIDP患者における末梢神経を
可視化し、腕神経叢及び腰部神経叢、神経根を体積/表面積比で定量化した。
【対象】
　13人の典型的なCIDP患者と12人の健常コントロールを対象とした。
【方法】
　whole-body imaging with background body signal suppression（DWIBS）法を用いて、
腕および腰部神経叢を含む全身をMR neurographyを用いて撮像した。実際の画像処理は
AZE workstationを用い、腕神経叢および腰部神経叢それぞれを軸位断で処理し、脊髄・
血管・腸管など信号強度の高い部位を除外したものを機械的に神経のみが測定できるよう
にし、計測した。腕神経叢は、声帯下部から、肺上尖にかけてを測定範囲とし、腰部神経
叢では、右腎下部から、膀胱上縁にかけてを測定範囲とした。
【結果】
　末梢神経は、３次元での再構成を行った。
　腕神経叢と神経根の体積/表面積比は、8.7～49.5cm³/m²、腰部神経叢と神経根の体積/
表面積比は、10.2～53.5cm³/m²であった。患者群では、健常コントロール群よりも体積/
表面積比は、大きかった（P<0.05）。罹病期間と体積/表面積比に相関が認められ、全体の
傾向として罹病期間が長いほど体積/表面積比が大きくなる傾向がみられた。また、重症
度との相関の有無も検討したが、Hughes functional grade、INCAT odssについては、相
関関係は明らかではなかった。
【考察・結語】
　MRニューログラフィーを用いることで、末梢神経の体積/表面積比の測定が可能であ
り、比較対照が可能となった。これを用い、CIDP患者の病勢の評価と診断に役立つと考
えられた。
論文審査結果の要旨
　本研究では、慢性炎症性脱髄性多発ニューロパチ （ーCIDP）患者の新規診断法開発に
関する検討を行った。欧州神経学会/末梢神経学会2010年版診断基準を満たした本症
13例と年齢・性を一致した正常コントロール12例に対して、whole-body imaging with 
background body signal suppression（DWIBS）法により通常のMRIを用いてMRニュー
ログラフィにより全末梢神経を撮像した。更に、これら画像情報を3次元で再構成した
maximum intensity projection（MIP）画像を用いて生体内の末梢神経の実態の可視化も
行った。定量的解析のためAze Virtual workstationを用いた新たな方法を開発し、腕神経
叢、腰神経叢、神経根の体積を標準化のため被験者表面積で補正し、両群の統計的比較を
行った。その結果、患者群では両神経叢・神経根は有意に増大していた（両神経叢・神経
根共にp<0.05）。これら神経叢・根の増大は、重症度とは相関しなかったが患者罹病期間
とは有意な正の相関が見られた（両神経叢・神経根共にp<0.05）。本研究はCIDPの新たな
診断法を確立させ、非侵襲的かつリアルタイムに患者組織での病的変化の可視化を可能と
した点で高く評価でき、学位論文に十分に値すると判断した。
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